
デイルタイ把おける「体験」について  

塚  本  正  明   

いわゆる歴史的生の哲学者テイルタイにとって．その根本概念は勿論「生」工βbenであるが、  

この「生」の具休的契機としていわば三位一休的連関を成すのは、言うまでもなく「休験」・「  

表現」。「理解」である。この場合．図式的にみると、「体験」は「生」の内化面．「表現」は  

その外化面、そして「理解」はその統一面として肥えられることもできる。しかもこれら三位一  

体的連関の統一的全体を問題とすることは、テイルタイにあっては．と0もなおさず「人間的＝  

社会的＝歴史的世界」つまり「精神的生」の世界を問うことに他ならない。しかし本稿では一応  

ナイルタイ起首のr‾体験」の概念に的を絞って論述することにしたい。（なお本稿は、修士論文  

ディルタイにおける歴史的世界の研究」中の帝1責苛1節を、若干補筆訂正したものである。  

又や 引閂箇所は簡略のため省いた。）  

頂。自然科学と緒禅科学（物理的自然と歴史的世界）   

宅イうその対象からみた両者の柏遵について   

ヂ尋卿タイによ甑憾三岡蘭学の分離は「内容の原理」に従う喝即ち客観的存在（対象自体）そ  

」∴＼∴、∴〔牒四方の相違に塞く。ではこの「内容の原理」からみた両者の相違とはより具休的に如  

河なるものであろうか¢   

まず簡言すれば旬外的感性的知覚を通して福られる外的経験の与件の絵体紙♭、わゆる物理的  

実の体系旬即ち物理的自然界である○これ雇千対し喝内的知覚及び内的経験つまをJは「体験」（  

斑㌘1eもen診 艶箋感触息S∋着こおいて与えられる内的出来事。状態の事実か∴繚静的事実の体  

系旬即魔歴史的繚碑霹である。またこの場乳 自然科学あ対象たる自然びは詫紘巨汗妨払「精髄  

の作用か転独立むて産み出された現実」を含むのに対し匂精神科学（Go主S七eswiss穏mSだと凪ぎ竃  

は、「精神の産み出したもののみを理解する」のである、即ち「精神的内容性」たる「精神的生  

の構造を含む意義＝目的＝価値的連関」を理解するのである。そしてかかる「有るがままの桔禅  

的事実」’ぼ体験の内轟こ与えられておりⅦ「精神的世界の遵粥∈Z㍑Sa皿ne血amg）はSほ態3◎旋毛  

毒ごおむ≠て現れるjのである¢むかもディルタイにとっでをま匂自然ではなく精神（隠eis℃曾馳◎ユ嘲  

どを生きた実在洩であるから。痛棒科学ほ旬体験から出発し顎実在軽から実在髄へ商う匂即ち嚢  

在性を質料としてもつ訳である。精神科学の出発点にして対象は、端的に言ってトータルな意識  

の直接与件であり喝「直接的内的な現実在（Wir坂1まChkei℃∋そのもの」匂「内か転嫁敏藩  

れた連関としての現実在一」である。   

ところでテイルタイは「精神的事実」の徴表とLて、①「精神的事実は、内的経験の事実を人  

間的身体に移し置くことにより、吾々にとって現に有る」（体験の外化）隠④「自己の内約経験  

の事実と他の人終におけるその事実との同種性（Gle土Char根gkei七）も 
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（Vers七ぬen）カキ可能である」．と覧、うこ点を示払で覧、る。そしでこの背景の下払椅神科学  

は曹体験と体験の表現∈A㍑S温㌃隠Ck）とこの表現の理解との三臆鵬旛的関係毒こ基む、ており匂体  

験されたものと凡ゆる種類の体験表現の理解と琉繚神科学暮よ滋有な全ての概念や判断や認識を  

基礎づける訳である。つまり精神科学は、「体験しうるもの、表現しうるもの、理解しうるものb  

の本性に基く固有の法則に従う固有の領域を形成する」のである。この場合t精神科学の対象は、  

特種界の「作用連関」（Wi  広はSa皿ne地ang∋盈をの創造漕あると言える鈍監の  

．精神的生の構造に従い。価値を産み目的を実現するとい  
仙－ 

作用連関が自然の因果連関と  

閑は［内在的目的論的性格」を亀つ訳ぞ姦  

ならば、精神科学ほ、①全体としての歴史的  

健界⑧作用連関としでの全体⑨価値付与的目的措定的創造的なものと㍍ての作用遵関⑥全体を全  

体そのものから理解すること⑤価値や目的が時代や普遍史に中心をもつこと℡ という詰観点に従  

注2  
って考えられねはならない。  

ディルタイにおいて精神科学の対象界は、歴史的世界であり、体験＝表現＝理解の精神的  

「客観的繚別注5の世界であるとも言える¢馳竃この歴史的髄  生連関の世界であり、詮ずる所．   

界は馳♭、わゆる必然性をもった法則をこ従う自然科学的因果はもたず魯却って一種の力野aぎも∋  

注4  
の多様性と考えられる意義二目的＝価値の諸連関毒三溝たされた内在的目的論的世界とし竃把  

浸される訳である。  

注1．内在的目的論は、いわゆる自然の目的論とは峻別され、あくまで歴史的精神的生こ「弓手三ナ  

るものとして．人間的世界の圏内に限定される目的論である。  

考えの内には、例えばポッパーなどが指摘するユートピア的全体主義の影を認めるこ  

ともできようが、ディルタイにおいては．全体の神秘的直覚とか全体から部分へ向う形而  

上学的構成的方法よりも、部分の具体的な記述分析や実証的比較分環的批判的方法が先行  

するという点に注意しなけれはならない●  

注5．これは実は客観化された精神であり、内的生が表現において自己を外化したものであってⅦ  

かかる表現的世界への客観化において、精神的生は超個人的共同社会的世界性をもつこと  

になる。この意味で「客観的精神」は、歴史的世界の実的一般書とも言いうるものであっ  

て．具体的には．芸術．宗教．哲学、社交一 法、教育、政治I国家といった諸々の「文化  

体系」と「社会の外的組織態」なのである。従って、ヘーゲル的体系に鼠込まれた「客観  

的精神」とは自ら異るのである。  

注4．これは物理学的意味での力ではなく．あくまで精神科学的概念としての力であって．即ち  

精神的内的作用連関において働く一種の精神的エネルギーである。ディルタイは．  

歴史的世界の全体連関の内に「交叉点」として組込まれつつもそれに働きかける「心的物  

理的統一」としての個的現存（Eまngelaase土n）な喝一種の力とみてb、る。  

（ロ）その方法からみた両者の相違について  
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した対象自体の内容的相違に基いて職 自ら認識方法上の相違が生ずる。そしてこの相違こ  

ディルタイ哲学の基礎を成すものと言えよう。「自然科学的方法の精神科学への越権ふ 精神的  

関の自然への持込みほ共に非難さるぺきである」というのが彼の基本的確信であ った。それで  

ま具体的に方法上の相違とは如何なるものであろうか。  

まず自然科学の認識官標は、自然現象の因果連関であり句 法則であり。「個別態の仮設的説明  

拠」であるが∴精神科学のそれは、「心的構造連関」（ぎSyCblsche S七ru．k七urzu－  

乱Ⅲnenban感の内在的合目的的連関であり句歴史的世界における作用連関であり囁叉詮ずる  

惚歴史的現象における「類型」（T開uS）注1であって旬この点で精神科学ほ顆型学（  

靭010gie）とも言えるのである。  

蕊た外的自然壷こおける連関は喝 抽象的概念の結合により喝 現象に従うものであり馳「構成手段  

論理的に透見しうる体系」であって、根本的にみて抽象的である。かく自然科学は、抽象  

藍及態S七で温故もion）によって喝秩序づけらるぺき現象と構成手段との同種性をもたらすことに  

奄j喝 その構成手段に従う訳である。ここで支配しているのは匂 帰納亀 実験及び数学的理論であ  

るう勒説明（斑アkユ鼠r㍑ng）の方法であって匂「現象の空間的連関がもつ数的可測後に基いて普  

的岳勧を発見」し．「量の絶対的比較可能性に限定さるべき因果の等価を原理とする概念把撞 

能鮭（B¢gy㊦iぎユ土Cbkel七）」が自然科学的構成の理想である。  

れに対し。竜神的＝歴史的世界における連関は、体験され、又追理解されるのであり、これ  ‰   

をま敏活環境下蔓こあり内的経験において与えられる精神的連関であって旬根蒸的にみて生命的  

組離刺通纏）とみられる。精神科学は℡「一種の転移（Tnansposi七まOn）によって充  

念なる生命睦の内へ帰還すること（Zほr㍑c近視b紺SO七雲母m）」毒こ依り喝歴史的＝社会的  

ニÅ問的現実在を匂「生の客観態」（Ot）3ek七土Va七土On且es もeも◎nS）とじで吾々に与  

盗払れたるま恵蔓こ囁 この現実在の根たる精神的生命隆へ還元することにより秩序づ毒掌る¢）である窃  

＆㌫で支配して転、るのは旬記述苧2分析喝比較（類型の直観）職掌塾分類という鵬般化の過程で  
り、「理解」の方法、従って「解釈学的方法」及びこれと結びついた「批判的方法」である。  

繚殉科学の理想は。〟凡ゆる椅禅的生における連絡と共同性（Ge皿eまnsa癒eiも）と＼か  

ら喝 人間的＝歴史的な個別態全体を理解することである。⊥そして桔神科学の特性は．この理解  

∈知識）の主体と対象とが同一である点にある。ここで心的連関を制約している規則性顎同種簸旬  

同形鮭∈飢e主ぬぞ憲ぎmま紳ぬ七）及び類似性といった構造と関係とがもつ∵般者的側面を明  

弘か毒こするのが匂 SeユもS七もe如nnlユngに基く「記述心理学」（「一般心理学」）的なÅ問学  

的研究であり、又社会的＝歴史的世界の作用連関に定位し．個別性の側面を明らかにLようとす  

るのが囁諸領域の発展史（馳1tⅦもcklungsgesch主Cb七e）の歴史的研究であり旬「比較  

法」Ⅴ¢rgユeまe嵐en丘os Verでabrenラであると言える¢そbてディルタイ接喝太閤的二  

級全的＝歴史的世界を解明するたゾめに、これら巨億）心理学的Å間学的体系的方法と歴史的比較  

的分析的方法との結合を方法的に企投した訳である。けだし彼において体系的精神科学の最も固  

有の性質は、一般者と個別者との結合において成立するのであり、「個別者及び人間的＝歴史的  
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At唱tufung）や類似性や類型を制約している虐内的（ursaChlich）潤係」  

が固別懇を基礎づけているその内的連関」を探求することに存するの  

の内的連関に定位する「歴史的意識」が．今述べた両方法  

必然的に要請した  

型」は簡単に言えは、「意義性」の観点に従って心的歴史的生の事象の多様から「取  

された共同なもの」であり、個別的個性に共同共通な「本質的なもの」として諸個人  

遍的人間性に板をもつ共同的一般的個性と言いうる歴史の支配  

の観点．意義の観点からの、個々の心的事実の記述。  

●●● 注慈 解釈学的方法暴こ必要な批判ほ喝ディルタイによると裾文学的（2〉文献学的（5）歴史軋の  

●●○● りカントの『純粋理性批判』は、テイルタイにあって．『歴史  の批判である。  

的恕性批判』へと転ずることになる。（傍点筆者）  

二元的没関係的に成立している訳ではない。既に精神界にして、外的抽象的説明と内的生命的理  

解とむ、う異った把捏の仕方に従っで雨科学の対象となりうる訳である昏叉精神科学は愉 自然科学  

を基礎にして、「感官の客体において現れる精神的事実やそれらの相互連関及び物理的草案との  

連関を研究する」ものと規定されてもいる。   

精神的生活は、何らかの有り方で物理的生活に依存しており．又精神的事実の関係は．身体に  

おいて物理的性質の体系によって規定されており、従って精神的事実の休系は．物理的事実の休  

系を葱の制約及び基礎としているのである。叉さらに「気候も食凄愴地理的環境全体がこ人間や  

民族や人間社会の物理的及び椅禅的展開を制紛じでb、る」くムとみられる。要するに「自然の内に存  

する物理的出来事や必然性、又自然から出発する作用が．歴史的世界における全ての関係、行い．受  

動（工廠主舶n）句作胤反作用の基礎を形造ネ培おせ詰孝心諸物理的世界ほ囁精神がをの目的  

や価値と♭、うその本質を表現むてきた全領域の質料を形造る」の懲ある。かく「自然の事実ほ喝  

精神科学の内へ、椅禅的内容態と潅びつむ、た価値付与に従って聯こただ環境匂条件，媒介手段と  

してのみ入り込んでいる」のであるが、何れにせよ自然は精神科学にとっても基礎的条件であり．  

「自然科学捻鴨歴史的体系的に琶精神科学の前提最こじて基礎である。」艮随「凡ゆる椅神科学に  

神的事実が物理的事実に付加している。そ  おいて．物理的事実は精神的事実と結合してお   

しでこの韓禅的革実ほ喝感覚客体（S主mesol増車鱒竣庭㌢軽率率塞肇斬る」とみられるg叉  

より、精神的体系の物理的事実に対する依存が展開する  換言すれは、「共存と継   

その連関において．全ての清神科学の構成は成立し．精神科学は必然性と法則をもつ」ことにな  

る。かくて自然科学と精神科学とは、根底的に次のものにおいて一致する、即ち「同形性を基礎  

紅碇キ∴軍実的なもの／の固別懇がその内で生ずる事実総体、に関する認蕗の一般的規則から生ず  
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もの」において。  

以上ディルタイiこおいて人間的＝社会的二歴史的世界は¶「心的物理的生の統一」（Einh洩t  

OS p野Chopbys主SCbon 工」白bens）から成立し∴叉「非有機的自然」から「有機的生」  

das organisc‡1eも的en）という中間肢を庭て生じた世界であって、精神的生は物理  

的なものを地盤にして現れる進化の最高段階である、と考えられている。この点で彼は、基本的  

こ進化論的見地に立脚していると言える。しかしこの場合彼は、物理的自然界と精神的歴史界と  

同種的連続において把える訳ではなく、飽くまで異種的なもの≠ いわばく非連続の連続＞にお  

て把えていると思われる。即ち基太的に前者は外的であり、後者は内的であるという質的相違  

；ありつつ喝 なお同時に両者は一定の関係の内にある訳である。但しここにみられる内と外との  

的種別的差異の根底には旬 直接的な意識主観に立脚する近代的な意識の立場の前提がある。そ  

てこの前提が即かつ対自的にみて絶対的拠点となされるとき、この直接的意識現象の立場ほ、  

ィルタイ自ら言う「主観性の形而上学」と．なる。従って彼の強謁する内的一外的の差異はⅦ飽  

まで意識主観にとって相対的である、と考えられるぺきであろう。   

2．体験及び 

ディルタイにおいて精神的歴史界の構成分は「心的物理的生の統一」であり．これにおいて様  

な緒禅的営みを絵合㍍ている内的連関が、「心的構造」（アSyCbische S七r㍑k七はr）と  

わ甑る㊤但じ生の連関は¶多年に渡る実的な生経過（上納ensverlauぎ）の単なる外的な  

写像（Å℃もil＆）といったものではなく匂生その庵の紅おか宵巷の様々の立場から不断の変  

の中で形成される、それ自体動的な統一構造なのである。ここに構造は、「精神的生の活ける  

序（ぬOr邑nlmg）」とみられる。叉職工もbが（「近さ」や「抵抗」の関係るこある）事物や  

閣との係りの内に有る生の事態税 工Cbの「生の係り合♭、」（通徹沌離職拍離ぺ鳩執  

Chの状態性は、事物及び人間の生連関に対する関係に従って変化し．それ放生は℡ 静的観念  

な存在ではなく、常に動的な生成過程にある複合的かつ持続的な連関として動的統一・を成すの  

ある。そしてこの統一体が「自己」（Selも8七）である。かく「心的物理的経過は統｛儀腐  

っでおり鶴意識におけるその経過の各部分は、持続や連関や白岡牲（Selわまgkぬも）の体  

によって結びつけられている。」  

盈ころでディルタイ哲学の出発点と∴なるのは「生」である虚言も この「生という衰勢ま旬精神科  

においては人間世界への制限の内で用いられる」とされる。つまり「生」という概念は、物理  

自然をも包括的に支配するカテゴリーではないとみられ、こここテイルタイが他の生の哲学者  

や生気論者と異る点を見出すことができる。この場合生は．「外界の制約下に成立ナる話個人間の  

亙作用の連関」であ甘∴叉かかる「相互作用が℡因果法則蔓こ従じ、身線払おめせ心的凝適切餞腰  

も共に包括する白熊客体の連関（Zusa皿e地ang von弛も㍑rO恕3e恵もe盈∋に喝を  

内で制約されている連関」なのであって、「生の統一の相互作用」において成立するとみられ  

。鎗ここで鴇「相異った人格間の相互作用」として一般的に表現されるの漆芸「体験」である。体  
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心的連関」の部分としてそれに係っている。この「心的連関の直観形成において根拠づ  

おいて根拠づけられた体験の構造統一や体験の構造的な相互関  

真の構造関係やの事態」であるふ体験は「質的存在であり、即ち覚知（  

決定されうるものだけでなく区別されぬものにまでも及ぶ実在性」で  

ある。そしてそれは．かかる実在性として「生の構造連関」を含むのである。   

「内容」（三池aエ焉）を含んでむ、る¢即ち三Ch（S㍑も3軸七∋は喝  の体験ほ   又さら  

他者や事  対象（対象的世界∋に対し一定の態度∈奪弧奴aiち伐ngS 閤ぬSe）を起り匂  

鞋旛厳の「内容鰻」∈三弛aユもユic払kぬ七）カ芸妓ずる◎か毛細定  働きかけ作用するが、  り■∵ウ■  も⊥  」   

の体験の内に．作  容性との問の内的関係が見出され、この関係の性格が、内容性に対する  

掛こは．構造統一としての内的関係があって，ここに「構造的精  

神的連関  立する。かくて体験は。「態度と内容の構造的統一」として把えられるが、  

●● くJしこご－－・nl⊥Cゝ－・ニュ己己1Jユ／、′ニさ－〕∴一：：吊．て‥■∴＿－  って矧こ有る」  

（丑e鰯モーS¢蕊n）ことでありⅦ この意識陰刻体験（丑rleも¢n派あると言えようQ倦験  

事実は、「吾々にとって現に有る、吾々に与えられて有る、意識の事実である」ということとし  

て実在鮭なのである。ここ毒こ書々の生は旬時間の内で意識にとって現れてくやる過程（Vorgan壷  

成立することになる。むかも「体験におb、ては喝内在∈工nn昏Sein）とご私がそれ塁こ内  

在する内容とは一である。」  

ろでかかる内在的。内容的体験．内から競られた生に対して、対象は「部分的」に超越し  

の超越（でrans盟e戒en或は、体験そのものにも馳把療治；藤験に対しても  

論的関係の内にも基いている．とみられる。このいわば同時的共存的次元での超越関係に加え．  
●●●●■ 

● 適時的触起的次元での超越が考えられる。即ち．現在の体験の内に生きている意識に対する、想  
●●■●●O  

起醜た倦雛超雛ある¢経つそbでこの体雛もつ超越意級の出現にとっての客観的板鰍蕊旬  

「時間経過とそれを統超する想起」とみられる。そしてかかる共存的及び継起的な超越との緊張  

関係をもった内在的心的統一が体験であると言えよう。   

ところで体験は，究極において肥念に解消されえぬ非合理的な深みをもつとされる。「生とい  

■● う時計の発条」は℡「衝動と感情の束」とみられる。デイルタ射芸とっ宅感情び蝮官軍・▲hl）をま  

「生をのものの意郎竣面的かつ緻藤約轟こ開示される地平」淀2で跳顎「衝動」は囁哲学的宗  

をも含む精神の合目的的発展の前進カである⑳綾は体験をセ太きく「把凍体験」協  

験」に類型的に区分するが，しかし人間性の本質を、これらの  

01二＝ユニエーせ呈．hニし「√う＿－－てJ●ニ」一三「ミニ∴＿SrL雨S「手J卓3erこムここし∴だ  

軸煽顔料麺廃藩毎本来料料転成すのはやカントの  えるのである。つまり  

に代る、  あると言えようが．しかしこの場合．  

三分法的産廃億意を以て太閤泰性全翫構禅的生の饗0地1立発議もと競る彼の構成蛛済－テシス  

からカントを経て伝えられた見方をそのまま継承するものであって．この分頬そのものの妥当如  

何は問題とされていない○しかしともかく「心の生き生きした連濁」（derlebendlg計・・  
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ZusaⅡ皿en bang der Seele）が生なのであり、かかる針即㌫七の生動的全体として  
把えられた生は、凡ゆる認識に先立って現存するとみられる。言うならば鴨体験我が認識我に先  

存する訳である。そしてこの連関の徴表は、「生動性」（工廠℃end二土gk白土t）、「歴史性∴  

「自由」、「発展」である。しかもこの生動性は「理性以上のもの」であり，「理性の法廷の前  

にもたらされえぬ」とされる。つまりディルタイの出発点は、単なる理性ではなく鶴 常に上の如  

き生とそので0七al土七芸tという根本の事実なのである。ここに心的生の発展は「無限の過程」  

であり、生の根拠ほ、合理的説明の網の目から如何にしても漏れる生それ自体の無限の深みに求  

られる。かかるディルタイの立場は、主知主義的イデアリスムスに対しては体験事実の全体主  

義に拠るレアリスムスとは言えるがも より端的には、合理性を排拒する訳ではないにしても、非  

理主義的な生の内在的心理主義であると思われる。   

他方「個人的産経験は旬諸個人に共通する諸命題に表現されるような普遍的生経験に拡張され  

る」のであわ戦車血な生の統一は、全体的な精神世界に属するのであり、かくて生は、「その素  

に従って歴史と一であって、歴史の各点に存している。」又生は、「時間におけるその進歩と  

うして生ずる作用連関との内で把握される限り、歴史的である。」そもそも歴史の概念は、生  

の概念に依存しており、歴史的生ほや「生一般（体験と理解において与えられるもの）の一部分」  

とみられる。「歴史の全ての部分の内にかつ全ての精神科学的概念の内に含まれる完全で自己内  

完結bた明際に境界づけられた出来事」は、誕生と死により限界せられた連関を形成する「生経  

．」（臨もensverlaぱ）なのである。注5到る所で歴史を貫徹している諸連関は愴宗凱  

繭顎 国家馳政治的叉宗教的な組織といった「文化体系」や「社会の外的組織態」であるが、こ  

議連関において最も根源的なものは、「個人が影響を受けたり、反作用したりする環境におけ  

勒個人の生経過」とされるのである。それ故、かかる「生経過」として「心的統ふ構造」を形  

する実在性としての体験，つまり「生の作用連関において主体が精神的及び物理的環境轟こ係る  

ころの体験」が∴歴史的世界の「原綿抱」（ロrzell）となるものであり，従っで「歴史の  

関ほ、生がその自然的環境の制約下で連関を生じる限り、生の連関そのもめである」とみられ  

。即ち生一般の領域と歴史的梼禅的世界とは完全に相合するのである。  

以上ディルタイにおし、てほ、全ての合理的説明がその深みから派出する内的生は∴蜜学にとっ  

歴史にとってもも「非合理的アプリオリ」にして「質料的アプリオリ」注4を成すものと考  

えられており、その限りで喝単に意識の直接与件としての確実性を越えた一種の形而上学的前提  

いう性格を、「生」は迫ってくるのである。  

1．しかし、かかる「超越」は、可想的な超越であって．「実的」な超越ではない。存在論的  

にみれは匂 過去は最早なく、未来は未だないのであるから。  

2．ディルタイにおいて感情は、思惟によって分解しえぬ深みをもっており喝 しかも「対象感   

情」（αegenstandsgeで造11▼）よりも根源的な深い感情は．「状況感情」（   

臨gesgef品1＝S七i皿ユng）と呼ばれ、「理別の契槻とみられてし、るが旬しか   

くこの「状況感情」は、状況において、さらには状況が状況としそ成り立ってくる  
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根源的に生ずるものとして把握することを要するであろう。そしてこの「状  

感情＝気分」の深みこそ、単なる主観的心理に閉鎖しえぬ．いわば存在論的な場が開示  

れうる契機として把えうるであろう。しかし≠ィルタイでほこれは問題とされず．〝後の  

存論哲学、特にハイデブガーが、このS七草皿Pgのもっ存在論的事態を究明したので  

生は「生経過」又は巨生の統一」ふ（工虚も弧S昏まnbeiも）  
●●●●●  

の問には、「対象一般」と具体的な特定の対象との間にみられるような区  

別がある。  

注4．0土Ⅶald・；取 ○土‡七h鱒yタ 丑rkenntnまS七heoぬe笹・玉串iloso錘土e且e  

S。114タ  eschi   

5．体験を成す生経過のもつ時間後  

如何に時間後（Ze土七1まQbk8土も）と係っているかを検討した  

ルタイによると、生は．「常に到る所で場所的時間的に規定されており、いわば生の統一  

時間的秩序注1・轟こおし、て場所を定められる」のであり旬紬故叉匂「笈の  における経過の空間   

経過にとっての共通の意義により結合される生の諸部分の包括的統一」たる体験も．「こ矢（．竹澤問  

が常に前の瞬間に草しきて築かれる故に、全ての状態が明確な対象となる以前に変化し愁じ酎叛  

又全ての実像が把えられる以前に過去となるような．時間における経過」として把握されるので  

●● 心的生経過は、「過程」（Vorgange）から成立するが馳全での「過程」は屯時  

間の内に起源をもち、時間において変化する訳である。かく生経過の内には．「生の時間の規定」  

が含まれている。ここに時間性は．「他の一切のカテゴリー的規定を基礎づける生の第一のカテ  

ゴリー的規定」であり．それは既に「生経過」という表現そのものに示されていると言 

では時間をテイルタイは如何に把えるか。「時間は、吾々の意識の統括的統一（  

富㍑SaⅢnenぎassen丘◎ゝ鮎nbぬ七）を通bで匂吾々墨ことって現をこ有る」と彼は言う。しか  

も時間は、「現在（Gegenwar 

は、体験の「実荏性による時間契餓の充足」であり、吾々が「吾々の心力の総体」 

To七al主七冒も皿S紺er鮎ヱ㌫七Skr諾ぎ℃e）が働く実在鮭の充実において体験する場乱  

そ熱は常に有る、否厳熟こは「現在は決し耳有るのでほなく」（8¢genWar七土Sも  

ni白mals）、不断に流れ進行するのである。かくで「青々にとっで現に有る全てんのものは、只  

そのようなものとして現在において与えられたものである」という「休験命題」が成立する。か  

かる直接鱒な倦験的実在性に満たされ顕現在に対して∴イ過去」（Ⅴ紺gang¢地Oi七）及び  

「未東」（Zukunft）は、結局「表象像」（Ⅴorsl；ellun声Sbild．er）であって．この  

過去や未来の表象は、現在において生きている者にとちてのみ有ると言える。即ち体験の現在ほ、  
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想起（丑ア土nnerung）において過去の表象を、叉その可能性を追う想像力とこの可能性の  

●● ●で目的を定める能動性（Ak七1vita七）とにおいて未来の表象を含んでいる。」かく過去に  

恕ぎれ∴未来を自らに担っている現在は、体験的質的にして主観的の性格をもつ。考してこの  

在中心的な時間把握は、神学的背景を度外視する限り，アウグスチヌスのそれに一脈通ずるも  

である。  

叉時間は、イ単に等価的諸部分から成る直線ではなく∴諸瀾係や諸継起や同時性や持続やの体  

」なのであり、「現在的なものが．その内で絶えず過去となり，将来的なものが現在となると  

トろの現在の不断の進布こおいて成立する具体的時間（加nkrete Ze土七）」ということも  

る○ しかしディルタイの言う現在は、果して厳密な意味での「現在」であろうか。彼は．「  

経過は厳密な意味で体験しえぬ」と考えており頓「過ぎ去ったものの臨在（アr諾seng）が。  

●●●●●● 的体験の代毎jになっで♭、る」と言う。つまり「吾々が現在として体験するものは、まさに現  
●●○●●●  

たものの想起を常に包蔵する」（傍点筆者）のでありも換言すると，想起における過ぎ去っ  

ものの臨在が．現在として体験されるのである。従ってテイルタイにおける休験しうる限りで  

在とほ匂実は厳密な意味での「瞬間」（Au憂enbl土ck）を喪失した意識としての現在で  

Ⅶハイデッガ仙的に言えば匂「非本来的現在」としての「現前化」（Gege面罵rt土糾ng）  

するのであろう。そしてそれは、「瞬間」を開示するハイデッガーの志向的な意志時間に対  

●● 葛藤験の基調をなず舶m軋も に基く感情時間とも言ふうるものであってⅦ「瞬間」よりは  

る「既有性」′（隠e闇eSenbe主七）を主導契磯とする「現在」であるように思われる。そ  

ま聡 どちらかと言えぼ匂受容的意識に板ぢし、そおり句末来ん（将来）ぺの行為的◎実践的企投と  

う契樺に関Lては甚だ常簿なのである。そしてテイルタイ史観の根底に存する美的・観想的・  

も句 根源的にほかかる時間把握に由来すると言えるであろうQ  

こ、ろで他方Ⅶヂィルタイの言う「生経過」は、生の統一を秩序づける「歴史的経過」（  

SCbまCb七1icb紺Verlaぱ）において反復される。つまりもl歴史的経過の基礎の上寿こ旬  

・現在・未来の契槻を生の統一として統括する生経過が成り立つ」訳である。そして「全て  

間的現実を貫徹する時間の流れはも歴史的世界においても匂又それを考察する私自身におい  

も同一のものである。」ここに「生の領域は、時間経過におけるその客観態として．つまり時  

還及び尽力（丑㌣河1rk（）n）の関係に従った構築（Auぎbau）として把超されるならば、歴史  

（8escbich七e）である。」かくて「時間後」は囁 生と歴史の世界を根蕗的に制約している  

されるが≠ しかしこの「時間牡鹿「歴史性」（Geschicb七1土Chke土七）とは混同されて  

まならない。劇方で確かに「時間軌と「歴史性」とは規定関係にある。即ち喝「歴史性」ほ匂  

「時間性」そのものに依存した高次のカテゴリーである。「歴史性」のカテゴリ ーは、体験と結  

内的かつ主観的な「時間性」から導出されていると言ってよいであろう⑬他方しかし色  

「時間性」は、「歴史性」にとって実的に構成的であるとは言えない。「時間性は全ての現存（  

Daso皇n）を包括するがも歴史性は種別的であり」賢2▼それは個別軋一匝憾匂特殊軋反復  

可能性と密接に結びついているのである。従って、歴史的なものを単なる「時間後」に限定し匂  
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は誤りであると言うぺきである。包括的なカテゴリーとしての「時間性」は、単に構  

界を貫徹するのみでなく、物理的自然界にも妥当する一般鰻をもっているのである。そ  

てこの包括的形式的カテゴリーに制約されながらもも次にb精神的生の連関の実的な生きた実  

性という性格をもつ「生のカテゴリー」が成り立ち、これの上層にさらに．歴史的作用連関の個  

別性の契厳に定位する「歴史のカテゴリー」が成り立っている。とみることができる。渚カテゴ  

リーを、かかる三重の層（形式的包括的ヵテゴリ岬。生のカテゴジ間中歴史のカテゴリふ）の  

下に区分したところに、ディルタイの苦心がうかがえよう。   

さて以上に述べた通り、「休験」は、「心的物理的生の統一」における体験として，身体を媒  

介にして物理的自然に制約され、又．歴史的精神的表現的世界の「心的構造連関」と「歴史的作  

作用連関」とに実的に制約されて成立するのである。しかもそれは、内在的な意識の直接与件と  

』て、圭のような相対的諸連関の内に職 工m岬もeもen－Se土nとbて観み込まれて』、るのであ  

る。かく生や歴史を、本質的に諸連関そのものの相対性に根づいているとみたところに、ディル  

タイがいわゆる「歴史的相対主義」と呼ばれる所以もある訳である。  

問的登の現存は、単に時間的であるだけでなく。身体性を介して空間的でもあるのであ  

り、かく時間的一空間的であることによって、歴史的に存在することにもなる訳である。  

かしディルタイでは、歴史的世界の空間的側面は余り重視されず、このことは「精神史」  

としての彼の歴史把握にも示されている。もっとも彼の「構造連関」は、歴史的生の空間  

側面とも考えられるが、しかしそれは．心理学的空間というぺき内在化された空間であ・つ  

従ってもほや真の実在性を欠如した極めて抽象 性と言わねばならないであろう。  

注2．デイブアルト．前掲書、S．84．  ）  

〔哲学（哲学）博士課程一回生〕  
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